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１ 

は
じ
め
に 

 

本
講
座
は
、
２
０
１
３
年
10
月
号
か
ら
２
０

１
４
年
12
月
号
ま
で
の
15
ヵ
月
に
か
か
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
１
年
間
の
間
に
、
憲
法
を
巡
る
情

勢
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
大
き
く
変
わ
っ
た
。 

① 

２
０
１
３
年
12
月
14
日
に
、
「
知
る
権

利
」
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
と
な
る
特
定
秘

密
保
護
法
の
成
立
。 

② 

同
年
12
月
26
日
、
安
倍
首
相
は
、
靖
國
神

社
参
拝
を
強
行
し
、
中
国
、
韓
国
ら
ア
ジ
ア

諸
国
は
勿
論
の
こ
と
米
国
、
欧
州
諸
国
か
ら

も
厳
し
い
非
難
を
受
け
た
。 

③ 

翌
２
０
１
４
年
７
月
１
日
の
集
団
的
自
衛
権 

        

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
。 

い
ず
れ
も
、
憲
法
上
の
疑
義
に
つ
い
て
十
分
な

説
明
も
な
い
ま
ま
に
、
多
く
の
国
民
の
反
対
の
声

を
無
視
し
て
強
行
さ
れ
た
。
①
は
、
「
知
る
権

利
」
を
中
心
と
し
た
市
民
の
基
本
的
人
権
に
対
す

る
大
き
な
制
約
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
③
は
、
専

守
防
衛
と
い
う
こ
の
国
の
防
衛
政
策
の
根
底
を
覆

す
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
二
つ
は
別
個
な
も
の
で
な
く
通
底
し
て
い

る
。
そ
れ
は
米
国
の
要
求
に
よ
る
、
日
本
の
防
衛

政
策
の
転
換
、
日
米
安
保
条
約
の
よ
り
効
率
的
な

運
営
、
具
体
的
に
は
、
自
衛
隊
、
と
り
わ
け
、
海

自
、
空
自
を
米
軍
の
補
完
部
隊
と
し
て
、
よ
り
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
防

衛
機
密
保
全
の
強
化
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
機 

        

密
保
護
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
求
め
て
い
る
の
は
、

防
衛
・
外
交
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
安
倍

内
閣
は
こ
れ
に
、
治
安
、
対
テ
ロ
関
係
を
加
え
る

な
ど
、
こ
の
政
権
の
強
権
的
な
性
格
を
露
骨
に
示

し
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
は
先
に
成
立
し
た
第
二
次
安
倍
内
閣

の
閣
僚
の
顔
触
れ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
間
、
武
器
禁
輸
原
則
の
緩
和
も
閣
議
決
定
さ

れ
、
日
・
米
・
英
・
仏
の
防
衛
産
業
間
の
協
力
も

進
め
ら
れ
て
い
る
。 

③
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
が
、
中
国
、
韓

国
を
挑
発
し
、
閣
議
決
定
に
い
う
「
我
が
国
を
取

り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
変
化
」
を
安
倍
首
相
自

ら
が
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 
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２ 

２
０
０
０
年
10
月
の 

ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
リ
ポ
ー
ト 

 
 
 
 

 

２
０
０
０
年
10
月
、
米
国
の
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ

国
務
副
長
官
ら
に
よ
る
報
告
書
「
米
国
と
日
本
… 

                 

成
熟
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
」、
い
わ
ゆ
る

ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
リ
ポ
ー
ト
が
公
表
さ
れ
た
。
同
リ

ポ
ー
ト
は
、
日
米
関
係
は
、
米
英
関
係
と
同
じ
よ

う
に
、
す
な
わ
ち
日
本
は
東
洋
の
英
国
た
れ
と
述

べ
た
上
で
、
日
本
の
防
衛
政
策
に
柔
軟
性
を
持
た

せ
る
こ
と
を
求
め
た
。 

す
な
わ
ち
、
イ
ー
ジ
ス
艦
、
Ｐ
３
Ｃ
対
潜
哨
戒

機
、
Ｆ
14
戦
闘
機
等
を
も
っ
と
活
用
せ
よ
と
し
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
、
改
憲
な
ど
、
日
本

の
防
衛
政
策
の
根
本
的
変
更
を
求
め
た
。
ア
ー
ミ

テ
ー
ジ
リ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
２
０
０
１
年
３
月

23
日
自
民
党
国
防
部
会
報
告
書
「
わ
が
国
の
安

全
保
障
政
策
の
確
立
と
日
米
同
盟
」
が
作
成
さ
れ

た
。 同

報
告
書
は
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
リ
ポ
ー
ト
の
情
勢

分
析
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
上
で
、
①
日
米
同
盟
、

日
米
安
保
体
制
の
強
化
、
②
武
器
禁
輸
原
則
の
緩

和
、
防
衛
産
業
の
育
成
、
③
集
団
的
自
衛
権
行
使

は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
政
府
見
解
の
見
直
し
、
④ 

日
米
に
お
け
る
軍
事
情
報
交
換
を
進
め
る
た
め
に

機
密
保
護
法
の
制
定
等
々
を
謳
っ
た
。 

今
、
１
で
述
べ
た
こ
の
１
年
間
の
動
き
を
見
る

と
き
、
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
リ
ポ
ー
ト
、
自
民
党
国
防

部
会
報
告
書
で
述
べ
た
通
り
の
展
開
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。 

 

３ 

憲
法
の
前
に
、
ま
ず 

日
米
安
保
あ
り
き
の
外
務
官
僚 

 

日
本
の
戦
後
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

約
の
発
効
し
た
１
９
５
２
年
４
月
28
日
か
ら
始

ま
る
と
い
わ
れ
る
が
、
サ
条
約
は
、
日
米
安
全
保

障
条
約
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
戦
後
日
本
の
法
体

系
は
、
戦
争
を
放
棄
し
た
日
本
国
憲
法
と
米
国
と

の
軍
事
同
盟
を
謳
っ
た
日
米
安
保
条
約
と
い
う
、

本
来
相
容
れ
な
い
二
つ
の
法
体
系
の
奇
妙
な
同
居

で
あ
り
、
後
者
に
よ
る
前
者
の
空
洞
化
の
歴
史
で

も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
空
洞
化
の
歴
史
の
中
で

ど
う
し
て
も
越
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
が
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
せ
ず
と
い
う
壁
で
あ

っ
た
。 

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
せ
ず
と
い
う
壁
を

乗
り
越
え
、
自
衛
隊
を
海
外
で
展
開
さ
せ
、
国
連

安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
と
な
る
こ
と
、

こ
れ
が
外
務
官
僚
の
悲
願
で
あ
る
。 

イージス艦、Ｐ３Ｃ対潜哨戒機等を活用せよと迫るアーミテージリポート 

それは集団的自衛権行使の容認、改憲などを求めたものである 

 



 - 42 - 

                

４ 

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認 

と
な
る
と
ど
う
な
る
か 

 

 

（
１
）
憲
法
上
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た 

日
米
安
保 

 

「
解
釈
改
憲
」
に
よ
り
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
と
な
る
と
、
文
字
通
り
日
米
安
保
が
憲
法
よ
り

優
位
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
日
米
安
保
条
約
は
、

第
３
条 

自
衛
力
の
維
持
発
展
、
第
４
条 

事
前

（
随
時
）
協
議
、
第
５
条 

日
本
国
の
施
政
権
下

に
あ
る
領
域
へ
の
攻
撃
に
対
す
る
共
同
防
衛
、
第

６
条 

極
東
の
平
和
と
安
全
の
た
め
米
軍
へ
の
基

地
の
貸
与
、
等
々
と
す
る
軍
事
同
盟
で
あ
る
が
、

第
３
条
、
第
５
条
は
い
ず
れ
も
、「
憲
法
上
の
規

定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
」
と
い
う
制
約
が

付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
憲
法
上
の
制
約
と
い
う
の

は
、
日
本
が
個
別
的
自
衛
権
は
有
す
る
も
の
の
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
来
る
制
約
で
あ
る
。「
解
釈
改
憲
」
に
よ
る

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
は
、
日
米
安
保
条
約

を
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
「
憲
法
上
の
規
定
に
従
う

こ
と
を
条
件
と
し
て
」
と
い
う
制
約
か
ら
解
放
し
、

同
条
約
が
文
字
通
り
憲
法
を
超
越
し
た
存
在 

― 

外
務
官
僚
ら
の
理
解
と
一
致 

― 

と
な
る
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。 

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
事
態
が
生
ず
る
か
。
そ

れ
は
過
去
の
事
実
に
照
ら
し
て
見
れ
ば
明
ら
か
と

な
る
。
①
大
量
破
壊
兵
器
の
存
在
、
②
国
際
テ
ロ

組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の
関
係
、
と
い
う
虚
偽
な

『
情
報
』
に
よ
り
ブ
ッ
シ
ュ
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
大
統

領
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
イ
ラ
ク
「
戦
争
」、
あ

る
い
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
当
時
、
日
本
の
自

衛
隊
に
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
許
さ
ず
と
い
う

制
約
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
日
本
の
自
衛
隊
は

間
違
い
な
く
、
戦
闘
部
隊
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ

れ
て
お
り
、
隊
員
に
死
者
が
出
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

憲
法
上
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
衛
隊
は
、

米
軍
と
一
体
と
な
り
、
事
実
上
米
軍
の
指
揮
下
に

置
か
れ
、
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
、

前
記
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
を
経

て
、
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
作
業
に
入
っ
て

い
る
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
政
府
は
、

10
月
８
日
発
表
さ
れ
た
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間

見
直
し
報
告
」
は
、
従
来
あ
っ
た
①
平
時
と
③
日

本
有
事
の
中
間
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
②
周
辺

事
態
を
廃
止
し
、
①
と
③
を
つ
な
ぎ
「
日
本
の
平

和
と
安
全
の
切
れ
目
の
な
い
確
保
」
を
計
る
と
し

て
い
る
。 

そ
し
て
１
９
９
９
年
、
小
渕
内
閣
に
お
い
て
成

立
さ
せ
た
周
辺
事
態
法
を
廃
止
し
、
新
た
な
対
米

支
援
法
を
作
る
と
い
う
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
が
な
さ
れ
た
以
上
、「
周
辺
事
態
」
と
か
「
後

イラク戦争。集団的自衛権行使容認で日本も米国の戦争に・・・ 
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や 

ゆ 

方
地
域
」
と
い
う
目
く
ら
ま
し
は
、
も
は
や
不
要

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。 

 （
２
）
自
衛
隊
の
編
成
装
備
の
拡
充 

 

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
よ
り
、
自
衛
隊
が

米
軍
と
一
体
と
な
っ
て
、
し
か
も
地
理
的
な
制
約

も
取
り
払
わ
れ
、
中
東
は
も
ち
ろ
ん
、
地
球
の
裏

側
ま
で
出
か
け
る
「
外
征
軍
」
と
な
る
以
上
そ
の

編
成
装
備
も
、
専
守
防
衛
自
衛
隊
と
は
変
わ
っ
て

来
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
長
距
離

爆
撃
機
、
攻
撃
型
ミ
サ
イ
ル
な
ど
「
制
服
」
は
、

「
あ
れ
も
欲
し
い
、
こ
れ
も
欲
し
い
」
等
い
う
事

に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

５ 

国
内
的
な
人
権
制
約 

 
 （

１
）
特
定
秘
密
保
護
法 

 

米
軍
と
一
体
と
な
っ
た
自
衛
隊
の
活
動
を
保
障

す
る
た
め
に
、
国
内
に
お
い
て
様
々
な
人
権
制
約

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
歴
史
の
教
訓
で
も

あ
る
。
当
面
す
る
問
題
と
し
て
は
、
本
年
12
月

10
日
施
行
さ
れ
る
と
い
う
特
定
秘
密
保
護
法
で

あ
る
。
こ
の
法
律
は
も
と
も
と
米
国
の
強
い
要
求

に
よ
る
外
交
、
防
衛
機
密
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
、
安
倍
内
閣
は
こ
れ
に
治
安
的
な
側
面

を
加
味
し
て
国
民
の
反
対
を
押
し
き
っ
て
、
強
硬

に
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

「
何
が
特
定
秘
密
か
そ
れ
は
秘
密
で
す
」
と
揶

揄
さ
れ
る
よ
う
に
秘
密
の
範
囲
が
無
限
定
で
、
き

わ
め
て
恣
意
的
に
運
用
さ
れ
る
恐
れ
が
強
く
、
し

か
も
「
秘
密
漏
え
い
」
さ
せ
た
者
に
対
し
て
重
罰

を
課
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
民
主
主
義
社
会

の
根
幹
を
な
す
表
現
の
自
由
、
報
道
の
自
由
、
取

材
の
自
由
等
が
侵
害
さ
れ
る
。 

 
２
０
１
４
年
７
月
24
日
、
国
連
自
由
権
規
約

委
員
会
は
、
日
本
の
特
定
秘
密
保
護
法
に
つ
い
て

秘
密
の
範
囲
が
広
く
て
曖
昧
で
あ
る
こ
と
、
秘
密

指
定
に
関
し
て
一
般
的
な
条
件
を
含
ん
で
い
る
こ

と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
人
権
擁
護
の
活
動
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
重
罪
を
課
し
て
い
る
こ

と
に
関
し
て
、
自
由
権
規
約
19
条
に
抵
触
し
う

る
と
し
て
、
懸
念
を
表
明
し
た
。 

本
講
座
第
６
回
も
、
憲
法
第
21
条
の
「
集
会
、

結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自

由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
」
を
取
り
上
げ
、
自
民

党
の
改
憲
草
案
が
、
前
記
原
則
を
掲
げ
な
が
ら
、

そ
の
２
項
に
お
い
て
「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
を
害
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
活
動
を
行
い
、
並
び
に
そ
れ
を
目
的
と
し

て
結
社
を
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
例
外

規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
則
と
例
外
の

逆
転
が
生
ず
る
恐
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。 

公
益
、
公
の
秩
序
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
を
だ
れ
が
判
断
す
る
の
か
。
こ
の
点
に
関
し

本
講
座
は
、
石
破
自
民
党
幹
事
長
（
当
時
）
の

「
デ
モ
は
テ
ロ
」
発
言
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

 

（
２
）
個
人
の
尊
重 

 

本
講
座
第
４
回
は
、
憲
法
第
13
条
「
個
人
の

尊
重
」
を
取
り
あ
げ
、
生
き
る
権
利
、
し
あ
わ
せ

に
な
る
権
利
と
い
う
観
点
か
ら
い
じ
め
の
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。 

館
山
市
内
の
中
学
２
年
生
が
、
運
動
会
の
日
、

汚
れ
た
カ
バ
ン
を
持
ち
、
パ
ン
ク
さ
せ
ら
れ
た
自

転
車
を
と
ぼ
と
ぼ
押
し
て
帰
っ
て
き
て
、
そ
の
４

日
後
に
「
も
う
こ
の
世
に
つ
か
れ
ま
し
た
。
ず
っ

と
見
守
っ
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
・
・
・
さ
よ
う
な
ら
」
と
書
き
残
し
13
年
の

し 
 

い 
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生
涯
で
自
ら
の
命
を
絶
っ
た
と
い
う
話
は
本
当
に

胸
が
痛
む
。 

原
発
被
害
の
放
置
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
今

な
お
、
多
く
の
被
災
者
が
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て

お
り
、
本
年
９
月
11
日
東
京
新
聞
に
よ
れ
ば
原

発
関
連
死
は
９
１
０
人
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。 

こ
れ
は
憲
法
13
条
が
謳
う
個
人
の
尊
重
に
違

反
す
る
と
同
時
に
憲
法
25
条
が
規
定
す
る
健
康

で
文
化
的
な
生
活
を
す
る
権
利
に
も
反
す
る
も
の

で
あ
る
。
安
倍
政
権
は
こ
の
よ
う
な
状
態
を
放
置

し
な
が
ら
、
あ
ろ
う
こ
と
か
原
発
輸
出
の
た
め
に

積
極
的
な
「
外
交
」
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
本

講
座
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
個
人
の
尊
重
、
幸
福

追
求
権
を
保
障
し
た
憲
法
13
条
に
反
す
る
も
の

で
あ
る
。 

『
職
場
と
生
活
に
憲
法
を
活
か
す
』
本
講
座
は
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
、
職
場
に
お
け
る
い
じ
め
、

配
転
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
リ
ス
ト
ラ
、
正
社
員
、
非

正
規
社
員
の
区
別
と
そ
の
拡
大
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
憲
法
13
条
の
問
題

で
あ
る
と
同
時
に
、
第
27
条
「
勤
労
の
権
利
」

に
も
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
安
倍
政
権
は
、
更
に

残
業
代
ゼ
ロ
、
解
雇
自
由
特
区
等
の
創
設
に
つ
い

て
も
検
討
中
で
あ
る
。
労
働
基
準
法
の
規
定
を
無

視
し
た
こ
の
よ
う
な
「
特
例
」
は
、
い
っ
た
ん
認

め
ら
れ
る
と
、
必
ず
こ
れ
が
一
般
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。「
在
特
会
」（
在
日
特
権
を
許
さ
な
い
市

民
の
会
）
に
よ
る
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
も
重
大

な
人
権
侵
害
で
あ
る
。
こ
の
酷
さ
は
国
際
的
に
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

「
匿
名
」
に
よ
る
個
人
に
対
す
る
執
拗
な
誹
謗
中

傷
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
。 

「
個
人
の
尊
重
、
幸
福
追
求
の
権
利
」
こ
れ
こ

そ
が
憲
法
の
目
的
で
あ
り
、
憲
法
の
臍
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
状
は
学
校
に
お

い
て
も
、
職
場
に
お
い
て
も
、
こ
の
権
利
が
形
骸

化
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。 

 （
３
）
思
想
及
び
良
心
の
自
由 

 

本
講
座
第
５
回
は
憲
法
第
19
条
「
思
想
及
び

良
心
の
自
由
は
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
を

取
り
上
げ
、
学
校
現
場
に
お
け
る
「
国
旗
・
国

歌
」
の
強
制
に
よ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。
も
と
も
と
、
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
時
、

小
渕
内
閣
は
、
強
制
は
し
な
い
と
明
言
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
、
懲
戒
処
分
を
背

景
と
し
た
強
制
が
日
常
化
し
て
い
る
。 

 

６ 

靖
國
問
題 

 

首
相
ら
の
靖
國
参
拝
は
、
国
内
的
に
は
、
憲
法

20
条
の
「
信
教
の
自
由
」「
政
教
分
離
」
と
し
て

語
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
靖
國
問
題
の
本
質
は
そ

こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。 

２
０
１
３
年
12
月
26
日
安
倍
首
相
の
靖
國
神

社
参
拝
に
対
し
て
は
、
中
国
、
韓
国
な
ど
の
近
隣

ア
ジ
ア
諸
国
は
勿
論
の
こ
と
、
米
国
、
欧
州
か
ら

も
批
判
が
起
き
た
。
米
国
は
、「
失
望
し
た
」
と

ま
で
述
べ
た
。 

靖
國
神
社
は
戦
後
世
界
の
平
和
秩
序
に
反
し
、

且
つ
、
ま
た
歴
代
の
日
本
政
府
の
公
式
見
解
で
あ

る
、「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍

が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
意

し
」（
憲
法
前
文
）
と
真
逆
な
「
聖
戦
」
史
観
に

立
脚
す
る
。
靖
國
神
社
は
、
天
皇
の
兵
士
の
戦
死

者
の
「
顕
彰
」
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
宗
教
的

軍
事
施
設
で
あ
っ
た
。
同
神
社
が
、
伊
勢
神
宮
、

熊
野
神
社
、
出
雲
大
社
ら
と
比
べ
、
新
参
者
で
あ

へ
そ 
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っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
神
社
が
、
他
の
宗
教

施
設
を
凌
駕
す
る
存
在
で
あ
り
得
た
の
は
、
同
神

社
が
戦
死
者
の
魂
を
独
占
し
て
い
る
と
い
う
「
虚

構
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

戦
死
者
の
魂
の
独
占
と
い
う
「
虚
構
」
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
一
人
の
戦
死
者
の
魂
も
逃
が
さ

な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
か
く
て
、
戦
死
者

の
・
遺
族
の
意
向
に
関
係
な
く
、
無
断
合
祀
が
な

さ
れ
る
。
無
断
合
祀
に
よ
る
戦
死
者
の
魂
独
占
の

「
虚
構
」
こ
れ
こ
そ
が
、
靖
國
神
社
の
生
命
線
で 

             

あ
る
。
戦
死
者
を
「
護
国
の
英
霊
」
と
し
て
顕
彰

す
る
た
め
に
は
、
戦
死
者
が
戦
っ
た
戦
争
が
「
正

し
い
戦
争
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
不
義
の
戦

争
で
の
戦
死
者
を
「
護
国
の
英
霊
」
と
し
て
祀
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
か
ら
南
京
大
虐
殺
も
従
軍

慰
安
婦
の
「
強
制
」
も
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
靖

國
神
社
は
、「
聖
戦
」
史
観
を
放
棄
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
放
棄
し
た
瞬
間
に
、
同
神
社
は
靖
國

神
社
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
靖
國
神
社
参
拝
は
国
内
的
に
は

憲
法
20
条
「
信
教
の
自
由
」
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
国
際
的
に
は
歴
史
認
識
の
問
題
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 
７ 
結
語 

 

本
講
座
を
概
観
し
て
思
う
こ
と
は
、
現
在
発
表

さ
れ
て
い
る
自
民
党
の
改
憲
草
案
は
、
こ
れ
ま
で

こ
の
党
が
出
し
て
き
て
い
た
改
憲
草
案
と
は
全
く

異
質
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、

自
民
党
は
改
憲
を
党
是
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
改
憲
案
は
、
立
憲
主
義
を
前
提
と
し
、

天
賦
人
権
説
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
憲
法
改
正
手
続
条
項
で
あ
る
96
条
の
要
件

緩
和
、
各
種
人
権
に
対
す
る
「
公
益
」「
公
の
秩

序
」
を
理
由
と
す
る
制
限
規
定
に
よ
る
原
則
と
例

外
の
逆
転
現
象
、
こ
れ
ら
は
立
憲
主
義
、
天
賦
人

権
説
の
否
定
で
あ
る
。
天
皇
を
戴
く
国
家
も
同
様

で
あ
る
。
そ
し
て
２
０
１
４
年
７
月
１
日
の
閣
議

決
定
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
で
あ
る
。 

社
会
学
者
の
上
野
千
鶴
子
氏
は
、
２
０
１
４
年

10
月
８
日
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
行
わ
れ
た
日

本
弁
護
士
連
合
会
主
催
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
閣
議
決
定
に
反
対
す
る
集
会
に
お
い
て
「
７

月
１
日
は
壊
憲
記
念
日
、
来
年
は
戦
後
70
年
、

我
々
は
戦
後
を
ず
っ
と
生
き
て
き
た
。
こ
の
戦
後

を
戦
前
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。
私
た

ち
は
過
去
と
未
来
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
。 

（
う
ち
だ 

ま
さ
と
し
） 

  

「聖戦」史観に立脚し、憲法の平和主義の真逆に 

位置する「靖國神社」 

り
ょ
う 

が 

ご
う 

し 

ま
つ 


